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　神奈川県横須賀市の中心地、京急線横須賀

中央駅から徒歩３分ほどの立地にその古民家

「飯島商店」はある。築85年の歴史を持つ２階

建ての木造家屋で開かれている美術家の個展

を訪れ、無人の玄関から踏み入れた足で床板

を軋ませると、まるで住居に無断で侵入する

かのような背徳感を覚えた。

　地元では古くから牛乳屋やタバコ販売店と

して現在と同じ名称で知られていた「飯島商

店」は、現在デザイナーのタカラマハヤ氏が運

営している。ここを一言で紹介するならば「オ

ルタナティブ古民家」。2016年の始動からは、

これまで絵画・彫刻・陶器作品などのギャラ

リースペースとしての展示や、ライブスペー

スや撮影スタジオ、映画の上映から暗室喫茶、

ダンスパーティーの会場など、ジャンルを限

定しない自由な活動の場になっている。特に

人が入るスペースとして活用されているのは

２階だ。襖が外された16畳の広い部屋にはガ

ラスの引き戸や穴の空いた障子に囲まれ、古

民家の佇まいを強く残している。ある展示で

楽器が置かれていた床の間には、演劇公演の

際には音響設備が並んでいた。

　昨年11月に開かれていた美術家の山縣俊介

氏の個展では、２階のスペースに絵画の大作

が展示されていた。白い画面から飛び出して

くるような力強い筆跡とまぶしいほど鮮明な

色使いが視覚に訴えかけてくる作品だったが、

これが古民家に展示されていることで別の含

みが持たれる。階段を上り、日中でも薄暗い和

室に掛けられた壁一面を覆うほど大きなカン

ヴァスは、明らかな違和感を生み出している。

しかしいわゆるホワイトキューブとは真逆の

手法でありながら、その階、むしろその家全体

が一つの作品ではないのかと感じさせるほど、

場を調和させる空気を作り出していた。

　飯島商店は、かねてよりグラフィックデザ

インの仕事をしていたタカラ氏が制作や撮影

のできる大きなスペースを探していた際に、

知り合いに紹介されて出会った物件だという。

歌って踊れる古民家、
「飯島商店」とは？

特集 「古民家」ギャラリー
　 か つ て 日 本 人 の 一 般 的 な 居 宅 だ っ た「 民 家 」は 、時 代 が 経 つ に つ れ「 古
民 家 」 と 呼 ば れ る よ う に な り 、 多 く は 老 朽 化 や 土 地 開 発 に よ っ て 姿 を 消
し つ つ あ る 。 し か し 修 復 や リ ノ ベ ー シ ョ ン を 経 て 、 新 し い な に か を 提 供
す る 場 と し て 蘇 っ た 家 々 が あ る 。 そ れ を こ こ で は 「 古 民 家 ギ ャ ラ リ ー 」
と 呼 ぶ 。 横 須 賀 の 「 飯 島 商 店 」、町 田 の 「 m i n t a k a 」、「 武 相 荘 」 を 訪 ね 、
そ れ ぞ れ の 背 景 に あ る 歴 史 や 人 の 営 み を 探 っ た 。

飯島商店の外観。左手側が入り口、右手側は間貸しの田中

屋呉服店

飯島商店２階　写真提供＝飯島商店

山縣俊介　個展「ウチトソト　界隈の祈り」より（飯島商店）　写真提供＝飯島商店
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元駄菓子屋を再利用
して美大生が運営する
「mintaka」

当初は前の住人が残した物が雑多に置かれて

いたが、掃除の手伝いなどで何度か訪れるう

ちに住みたいと感じるようになったという。

古民家は使い手が現れなければ建て替えられ

なくなってしまう可能性がある。移り住もう

と思ったのは、古民家の歴史的な魅力にただ

惹かれただけではなく、アートの活動の拠点

にすれば新しい可能性が生まれることに気づ

いたからだろうか。あまりリノベーションを

せずほぼそのままの姿を残したのも、古民家

の存在意義を理解せずに壊したくないという

思いがあったかららしい。飯島商店はさまざ

まな活動を展開できるスペースでありながら、

同時にタカラ氏の家でもある。たくさんの縁

でつながるこの「店」は、今後どのように広がっ

ていくのだろうか。

　東京都町田市。JR横浜線相原駅の近くにあ

る「mintaka」は、多摩美術大学と東京造形大

学の学生が協力して運営する雑貨屋兼ギャラ

リーだ。

　穏やかな緑色に包まれた古めかしくも味の

あるこの雑貨屋は、駄菓子屋という古きよき

文化を象徴する店が入っていた古民家を再利

用している。2009年４月、某所でオープンした

当初は小さな家のような店舗だったが、現在

の店舗同様の温かみがあったという。数年後、

多摩美術大学にも東京造形大学にも近いとい

うことで、下町らしさの残る現在の場所に移

転してきた。

　入口すぐの棚に陳列されたブローチやノー

トなどの商品が、近くを通りかかる人の興味

を引く。晴れた日には、差し込む光によって魅

力が強調される。中に進むと、レトロな内装に

マッチしたポストカードなどの商品が店内に

彩りを与える。さらに奥に進むと、古めかし

いミシンが目を引く小さな白いギャラリース

ペースがある。

　mintaka の商品には、販売を委託されたも

のとスタッフ自身が制作したものがある。そ

れらは可愛らしくもどこか落ち着いた雰囲気

で統一されている。委託するのは、主に近所の

人々、趣味で作る人、多摩美術大学や東京造形

大学の学生と卒業生、Instagramで知った人な

ど。ここが創作物を販売する場であることが

知られ、売ってみたいと思う人たちを惹きつ

けている。彼らが委託を依頼した作品の中で、

美大生であるスタッフの審査に通ったものが

陳列される。審査のポイントは、オリジナリ

ティがあることとmintakaの雰囲気にマッチ

していることだ。

　学生による運営には、一般的な雑貨屋には

ない魅力がある。まずは、学生目線の運営。学

内でコミュニティを作り、輪を広げることが

可能。いい作品を制作する学生作家をスカウ

トすることもあるという。作品の委託料も安

価で制限が少ないため、委託の敷居が低い。一

般的なギャラリーは、美術に興味を持ち始め

たあたりの人などには入るのをためらうよう

な堅いイメージを抱かせることがある。もと

もとの駄菓子屋の空気が親しみやすさを増し、

購入や委託の敷居も低いmintakaは、古民家を

再利用していながらも、かなりのニュータイ

プなのかもしれない。

　mintaka で は、似 顔 絵 教 室 な ど の ワ ー ク

ショップも開いている。目的は子どもたちに

「描く」楽しさを教えること。中には美術の先

生を目指している子どももいるという。その

ため、スタッフは準備する絵の具の種類やど

の技法を教えるかを考え、相談する。油彩とア

クリル絵の具ではタッチが微妙に違うし、色

鉛筆での描写には独特の雰囲気がある。美大

で学んだ知識や技術を生かして教えられる。

子どもたちも未知の技法を試すことで、表情

が生き生きしてくる。代表者を務める多摩美

飯島商店
〒238-0007
神奈川県横須賀市若松町1-12
京急横須賀中央駅東口より徒歩3分

mintaka の外観。店名は創始者の名前の頭文字とオリオン座

の恒星の名前が由来となっている

飯島商店オーナーのタカラマハヤ氏。

右に見えるのれんは、芹沢銈介作

飯島商店で上演された秋山ふせんの舞台「はらいそ」より

写真提供＝飯島商店

mintaka 店内
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術大学絵画学科油画専攻の熊坂佳子さんは、

「ワークショップの運営では完璧さは求めな

い。発見や反省点を生かして、次の機会にグ

レードアップできたらいいのです」と語った。

　「大学の課題などもあって大変ですが、ス

タッフ同士がフォローし合うことで運営が成

り立っています。他学科の学生と交流してポ

スターを作ってもらったり、技術を学んだり

することもある。委託してきた作家からも刺

激を受ける。何よりも、美大で学んだことを実

際の社会で生かせるのがいいですね。企業で

はないのでやりたいことができる。一人では

できないこともみんなでやればできます」

　熊坂さんの言葉には、大学生ならではの強

みがにじみ出ていた。

　東京・町田市能ヶ谷の住宅街に、「武相荘（ぶ

あいそう）」という洒落た名前を持つ古民家が

ある。実業家で政治にも関わった白洲次郎と

随筆家で骨董品収集家でもあった白洲正子夫

妻の終の棲家となった建物だ。住宅街の中に

ありながらも、この一帯だけは木々に囲まれ

た別世界の様相を呈している。

　白洲夫妻が築150年の農家を買い取って住

み始めたのは 1943 年、第二次大戦中のこと

だった。白洲次郎は実業家として東北電力の

会長などを歴任したほか、戦後の日本国憲法

の草案作りなどにも関わっていた。そんな人

物が古民家に住んだのはなぜか。現在ミュー

ジアムとして公開されている建物に入ると、

思いの一端に触れることができる。　

　引き戸を開けてまず目に入ったのは、西洋

式の応接セットだ。ソファの上に、白洲次郎が

着ていたスーツが置かれていた。壁には昔な

がらの水銀式の大きな温度計。少し歩いて目

を捉えたのは、額装された西洋の古楽譜だっ

た。解説板に「ネウマ譜」とある。西洋中世の

グレゴリオ聖歌などで使われていた楽譜だ。

現代の五線譜に比べてシンプルだが彩色が施

されており、鑑賞に値する美しさを持つ。こう

した西洋の文物にも、特に違和感を持つこと

はない。

　部屋の片隅に、「石造薬研（やげん）」と記さ

れた古墳時代の器があった。古代日本の遺物

にもかかわらず、ガラスケースに入っていな

い置き方が心地よい。当時の彼らの暮らしぶ

りを体感できるからだ。

　囲炉裏のある部屋には、皿や徳利などたく

さんの陶磁器が、やはりむき出しの状態で配

されていた。室町〜江戸時代の日本や18世紀

英国の角鉢、黒田辰秋の椀などもある。

　「彼らが実際に食事のときに使っていた器な

んですよ」

　こう教えてくれたのは、白洲夫妻の長女桂

子さんの夫の牧山圭男さんだ。集めた骨董品

を普段使いしていた暮らしがいかに心地いい

ものであったか。いや、自然過ぎてむしろ何も

感じていなかったかもしれない。そんなさま

ざまな想像が頭をかすめる。

　武相荘が公開されたのは2001年である。町

田市の文化財（史跡）の指定も受けた。武相荘

は往年の姿のままだったが、周囲はそうでは

なかったという。「宅地開発が進み、周囲から

森や小川が姿を消していた。この家も使われ

なくなって廃屋化していた。妻の桂子がこれ

ではいけないと考え、蘇らせて公開しようと

考えた」と牧山さんは言う。そもそも当時から

単なる住宅地だったなら、白洲夫妻がわざわ

ざ移住することもなかっただろう。

　ある部屋に「無駄のある家」と題された白洲

次郎の文章が掲示されていた。もともとの農

家がシンプルな田の字型で改造の余地がいく

らでもあり、長い時間をかけて住みよいよう

に変えられるその無駄がいいというのである。

その言葉を象徴するのが、建物の片隅にある

小さな書斎だ。座っていると、きっと心地よく

仕事ができたに違いない。ここではそんな想

像が膨らむ。彼らの生活には実に学ぶべきこ

とが多い。

取材・文・撮影＝青木真梨恵（飯島商店 )

板垣万由子（mintaka）

小川敦生（旧白洲邸武相荘）

レイアウト＝板垣万由子

mintaka代表の熊坂佳子さん。代表者は毎年2年生で相談

して決めるそうだ。現在、各大学から十数名ずつのスタッ

フが集っている

mintaka
〒194-0211
東京都町田市相原町798-6
JR横浜線相原駅より徒歩3分

白洲次郎・正子夫妻が暮ら
した「無駄のある家」

mintaka 店内
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町田市の林の中に立つ「旧白洲邸武相荘」。白洲夫妻が住み始めた当時は鶴川村だった。現在の最寄駅は小田急線鶴川駅。白洲次

郎の愛車の同型車を置いたガレージやレストランなども併設されている 

旧白洲家の書斎。蔵書もそのまま残っている

古墳時代の石造薬研

牧山圭男さん

旧白洲邸武相荘
〒195-0053
東京都町田市能ヶ谷7-3-2 
小田急線鶴川駅より徒歩１５分
Tel:042-735-5732 

武相荘で展示されていた鎌倉時代の女神像
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　2011 年、東京・代官山にオープンした代

官山蔦屋書店は、新刊とベストセラーを中

心に配置する常識的な書店の風景を一変さ

せた。コーナーごとに掘り下げたテーマに

沿って収集した書籍を集めた店頭は、趣味

人の机や書棚を見ているようでもある。店

内にはカフェやラウンジがあり、そこで本

を 読 む こ と も で き る。DVD や 音 楽 CD も

ある。ところどころにアート作品が配さ

れ、書籍と落ち着いて向き合う場の空気を

醸成している。客にとっては書籍を買う場

である前に、まずは文化の産物としての書

籍が生み出した空気の中に身を浸して楽

しむ場として存在しているように思える。 

　この空間のモードにはモデルがあるとい

う。1960 〜 70 年代に一世を風靡した「原宿

セントラルアパート」である。そこは、写

真事務所やブティック、カフェなどが入

り、デザイナーやスタイリストらあらゆる

分野のクリエイターが集って語らい、クリ

エイティブな発信をする場となっていた。 

　その「原宿セントラルアパート」のカフェ

「レオン」に出入りしていた劇作家で歌人の

寺山修司に「街は、いますぐ劇場になりた

がっている。さあ、台本を捨てよ、街へ出よ

う」（原文通り-寺山修司著『寺山修司演劇論

集』1984 年国文社刊より引用）という名言

がある。1983年に蔦屋書店（現TSUTAYA）

を創業した増田宗昭さんはその言葉に力を

得て、「本は劇場である、お客様（＝プレイ

ヤー）はその世界（＝空間）の観客であるの

だけれども、主役なのです」（増田宗昭著『 代

官山 オトナ TSUTAYA 計画』復刊ドット

コム刊）と劇場型書店をプランニングした。 

　劇場型とはトークイベントやさまざま

なフェアが日々開催される賑やかな空間

だけをいうのではない。「１号館から３号

館までつながっているマガジンストリー

トから各フロアに歩を向ければ、市川団十

郎に北斎、シャネルにバスキア、イサム・

ノグチに田中一光、三島由紀夫にオード

リー・ヘップバーン、西郷隆盛にスティー

ブ・ジョブスといった本と次々に出会うこ

とになる。今はこの世にいない世界中の人

たちの著書や彼らについての書籍がそこに

ある。まさに本は劇場ではないか。プレイ

ヤー（お客様）は本たちと時に戯れ時に刺

激を受け人生を歩んでいく。そしてそうし

たプレイヤーたちすらもまたここでは〝風

景〟となって見られる、そんな劇場なのだ」。 

　さらに加藤さんの感覚によれば、人文

やビジネス、アートやデザイン、旅行や料

理、映画や音楽といったジャンルも実は誰

もの脳の中でつながっている。だから「思

〝ヴィンテージ書籍〟が新たな発想を促す
加藤正樹さん（代官山 蔦屋書店ブック・コンシェルジュ）

　東京・代官山の代官山蔦屋書店は 2011 年にオープンし、今年で８年目を迎える。「人々に新しいライフスタイルを提案する」
というコンセプトのもとで、老若男女さまざまな世代が利用している。同店で「ブック・コンシェルジュ」を務めている加
藤正樹さんに話を聞くと、〝ヴィンテージ書籍〟というキーワードが浮かび上がってきた。

代官山 蔦屋書店（正面）（*）
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いもよらないかたちでアイデアが生まれ

てくる。それは仕事の時にも、休暇の時に

もおこる。＜ライフ＞と＜ワーク＞が融

け込み、感覚が絶えず揺さぶられ新たな

回路とバランスが生まれる場所」という。 

  「書籍は、本（もと）という字で表しますね」

と加藤さんは語る。さらに、「もともとは木

の根の太い部分に印をつけたものの意味で

すが、物事の大本の意味なわけです。新しく

刊行された書籍でも、過去の本や資料など大

本（おおもと）が参照されたりしています。

ファッションのトレンドでも、何十年も前の

アヴァンギャルドなスタイルを本（もと）に

変換され斬新さが加えられます。そこにヴィ

ンテージ書籍の重要性があります」と続けた。 

　ヴィンテージとは、その時代、その環境

の、アーティストや著者、デザイナーや造

本家の感性や考え、そしてイマジネーショ

ンの結晶だ。「写真家の森山大道も『過去は

いつも新しく、未来はつねに懐かしい』と

いう言葉を著書のタイトル（2000年刊行 森

山大道著『過去はいつも新しく、未来はつ

ねに懐かしい』）においたように、古いもの

の中に、タイムカプセルを開けたときのよ

うに新たな価値を発見することがある。展

覧会もまた新たな過去の発見や視点が生み

出された時に催される」と加藤さんは言う。 

　２号館２階のカフェラウンジ「Anjin」に

一世紀前に撮られた写真が展示されている。

それは半世紀前に出版されたヴィンテージ

写 真 集（『The World of Atget』 ４ 巻 本 by 

MoMA）で、それを 21 世紀の、たまたま誰

かと待ち合わせてお茶をした場所で見る。

こうした書籍や写真との思いがけない出合

いを促し、さらには他ジャンルの書籍と触

れることで新たな発想や気づきを生み出す

きっかけになることを、代官山蔦屋書店は

標榜している。決まった分類のもとで書架

に膨大な本が並べられた図書館ではなかな

か経験できないことなのではないだろうか。 

　加藤さんは、以前〝ヴィンテージ〟の写真

集や美術書を扱う専門書店を営んでいたそう

だ。代官山蔦屋書店には、加藤さんのように

さまざまな経験を積み 、経歴を持った「コン

シェルジュ」が多くいるそうだ。ここに足を

運ぶ際には、それぞれの分野で経験豊かな彼

らにそっと話しかけてみると、思いがけない

本と出合うきっかけになるかもしれない。

取材・文・撮影（＊）＝山田浩子

レイアウト＝板垣万由子

〝ヴィンテージ書籍〟が新たな発想を促す （*）

加藤正樹（かとう・まさき）　代官

山 蔦屋書店ブック・コンシェル

ジュ、おもにヴィンテージ写真集・

アートブックを担当。青山学院大学

英米文学科卒業。編集工学研究所編

集担当を務め、1990年、写真集や

美術洋書のリース専門店『Art Bird 

Books』を開業。1992 年、中目黒

駅前に主に古書・絶版写真集、アー

トブックやファッションブックを

販売する店舗を構える。2009年、

道路拡張工事のため閉店。

代官山 蔦屋書店　

〒150-0033　東京都渋谷区猿楽町17-5

Tel：03-3770-2525

店内のラウンジ『Anjin』に展示されているウジェーヌ・アジェの写真集（上）と店内の様子（下２点）　写真提供＝代官山 蔦屋書店
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Speci al  In ter v iew

　スタンダードブックストア心斎橋（大阪市）
で昨年11～12月に開かれた作品展示と物販
フェアのオープニングイベントを終え、東京
へ戻ったばかりの白根が、イラストレーター
として働くこと、そして展示をすることへの
思いを語った。クライアントとの打ち合わせ
の中で意図や希望を確認し、技法や方向性の
提案を行いながらイラストレーションの方向
性を決めていくという。
　雑誌の仕事では、『BRUTUS 』 2017年７月
15日号 （特集「建築を楽しむ教科書」）が記憶
に新しい。建築というテーマを扱うにあたり、
クライアントとの打ち合わせの中で、「建築の
似顔絵」というキーワードが浮かび上がって
きた。表紙は雑誌の入り口である。白根は建築
のイラストレーションを、iPadを用いて描いた。
イラストを「上手く描きすぎない」ことにした
のだそうだ。基本的に職業としてのイラスト
レーターは、どのようなモチーフでも同じテ
イストで描くスキルが求められる。白根はそ
れを踏まえた上で、このようにクライアント
の求めに応じて柔軟に描画技法を使い分けて
いる。白根は、個展などで展示する作品を描く

場合は水彩やアクリル絵の具、鉛筆でのドロー
イングを用いることもあるが、基本的に雑誌
などの印刷媒体やWebメディア用のイラスト
を描く際はデジタル技術を利用する。まず、コ
ピー用紙にシャープペンシルで描いた下描き
を筆ペン風のマーカーなどで清書。それをス
キャンしてデジタルデータ化し、Photoshop
で線を補正したり、全体のバランスを整えた
りしながら微調整を加えるという。
　下描きをアナログで行うのは、そのスピー
ド感と、紙にシャープペンシルで絵を描くと
いう感覚を白根が好むからである。そして、白
根はデジタルでイラストを描く若い人が空間
や構図をつかむことに苦戦しているときも、
まず紙に下絵を描いてみることを勧めること
がある。モニター内で拡大と縮小をしながら
絵を描こうとすると、絵全体のバランスを見
失いやすくなり、描画時間が余分にかかって
しまう。作業時間を短くする、という意味でも
紙に描いてみること。画面全体を把握しつつ
絵の構成やデッサンをすすめられることがよ
いのだろう。
　白根のアイコンともいえるポップでセクシー

な女の子たちを描くきっかけは、いろいろな
ところにある。街を歩く女の子の髪型、グラビ
ア写真に載る女性の腰のひねりの角度、足の
組み方、Tumblr で流れてきた写真など、絵を
描くとっかかりとなるものはとても多いとい
う。または、そうしたイメージなしでゼロから
描くこともある。あくまでファンタジーとし
て、白根は自身の描く女の子を「あくまでファ
ンタジーとして、なんでも言うことをきいて
くれる都合のよい女の子」と呼ぶそうだ。ファ
ンタジーだからこそ、白根のイラストは、軽や
かさを失わないままに「なぜこの女の子は実
在しないのだろう？」と疑問を持つほどの生
命力や親しみを感じさせるのだろう。
　最後に、白根に「イラストレーターを目指す
人にひとこといただけませんか」と聞くと、「具
体的な目標や憧れを持つことが大事」と語っ
た。白根自身、イラストレーターとしての本格
的な仕事を始めて５～６年目頃、スキップカ
ウズというバンドを知り「あのバンドのジャ
ケットは自分だったらもっと面白くできるの
に」と知人に発言したのがきっかけで、本当に
ジャケットイラストの仕事が決まったという

白 根 ゆたんぽ（イラストレーター）

　CD ジャケット、雑誌の挿絵、電車の車内広告…白根ゆたんぽのイラストを目にする機会が生
活の中に増えた。ポップで明るいけれど、それだけでない引っかかりを心に残してゆく。

イラストへの思いを語る
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一例がある。そして、今年20周年を迎えたスキッ
プカウズの CD も再び白根がジャケットイラ
ストを担当した。目標は、「あの雑誌の表紙の
イラストを描く」「好きなミュージシャンのCD
ジャケットを描く」など小さな目標から大きな
目標までなんでもいい。
　白根は、自身のスタイルを作りすぎないこと
にしている。自分で作り出した個性やスタイ
ルは、自覚できる範囲で作り出したものにすぎ
ない。「個性」や「評価」はあくまで相対的なも
のなので、仕事をする中でクライアントから「何
を求められているか」に気づく力も必要だとい
う。また同時に「コンセプトやテーマを頭で考
えるよりも実際に手を動かすことが大事」とも。
白根自身も、展示用の作品を描くとき、クライ
アントからの依頼、それぞれ実作業の過程や完
成した作品から分かるものは多いという。作
品の表面から立ち上がるものを大事にしてい
るからこそ、白根のイラストの軽やかでポップ
な魅力に我々が惹きつけられてしまう秘密な
のだろう。

取材・文・レイアウト＝野田美紗子
撮影＝小川哲汰朗

イラストレーター。1968 年埼
玉生まれ。広告、雑誌、音楽
メデイア、ウェブコンテンツ
などにイラストを提供。個展
の開催や企画展の参加も多い。
自身による ZINE やグッズの制
作なども行っている。最近の
仕事に、バスクリン「きき湯」
CM イラストレーション、グリ
コ「カンパイシェアハピ Fes.」
アバターパーツ製作など。東
京在住。

白根ゆたんぽ
（しらね・ゆたんぽ）

BRUTUS 表紙のイラスト。下絵を鉛筆で描き、iPad で撮影
してデータとして取り込み、ドローイングアプリを使って
Apple Pencil で線を描いていった。パソコンにデータを移し、
Photoshop で入稿用にデータを調整してイラストが完成する

これまでに白根が製作していた ZINE、ステッカー。展示のアーカイヴとして、遠方の人や展示に来ることができなかった人も
楽しめるようにという意図もあり制作している。2011 年に Enlightenment を率いるヒロ杉山氏に誘いを受け『Here is ZINE』
というイベント出展用に ZINE を制作したことがきっかけ。両方ともオンラインストアや展示で購入することが可能

白根の描く水彩画の女の子。ア
ナログの線はより柔らかさが目
立ち、実際の女の子の体の線に
近い印象を受ける

色使い、女の子のポーズ、縦長の紙の画角の中での切り取り方を工夫し、ボリューム感、
構図、空間を感じさせる作品。企画展『Sexy Harajuku』より
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　「 目 黒 不 動 尊 」 の 通 称 で 知 ら れ る 東 京・目 黒 の 瀧 泉 寺 を 訪 れ た 。 池 の 畔 の 石 像 、竜 の 口 か ら 湧 き 出 る
水 、 秘 仏 と つ な が れ た 木 の 柱 … 。 境 内 で 、 想 像 を 揺 さ ぶ ら れ る さ ま ざ ま な も の に 出 会 っ た 。 目 黒 の 地
名 も こ の 寺 に 由 来 す る と い う 。 歩 き つ つ 歴 史 に 思 い を 馳 せ る と 、 江 戸 の 人 々 の 賑 わ い が 見 え て き た 。

目黒の地名を生んだ不動尊を訪ねてWhooops! 見聞記

　瀧泉寺を訪れたのは、昨年11月。最寄り

の東急目黒線不動前駅から12分ほど歩き、

商店街を少し過ぎたところに立つ仁王門

をくぐると、小さな水場の畔に佇む不動明

王の石像が目に飛び込んできた。この像は

「水かけ不動」と呼ばれ、水をかけた部位の

病気や怪我が治るといわれている。ただし

この像ができたのは1996年。「目黒不動尊」

という寺の通称はもっと古くからある。ほ

か に も 不動明王像 が あ る と 想像 さ れ る。 

 　池の向こう側の岩壁には青銅で鋳造され

た竜型の口があり、水が流れ出ている。寺の

名前に「滝」の旧字が当てられていることと何

か関係があるのだろうか。伝承によると、平

安時代初期の808年、天台宗の僧侶、慈覚大師

円仁が夢で見た不動明王を祀る堂を建立し

たのが寺院創建の由来。その敷地を定めるに

あたって独鈷（とっこ）と呼ばれる尖った仏

具を投じると泉のように水が湧き出したこ

とから、ここは「独鈷の瀧」と呼ばれていると

いう。まさに「泉」と「瀧」の字で成り立つ寺名

と符合する話であることに一人納得した。  

　「男坂」と呼ばれる大階段を登ると、朱色が

鮮やかな大本堂が威厳のある姿を見せた。大

本堂の前で、ぽつりと立っている木の柱が目

を引いた。近づいてよく見ると、目黒不動尊

の12年に一度の酉年の御開扉（ごかいひ）にお

いて諸願成就をする旨が書かれていた。瀧泉

寺によると、この木の柱は御開扉の折に立て

られ、大本堂に祀られている秘仏の不動明王

像の右手と白、紫、赤、緑、黄の五色の紐でつな

がれる。不動明王と縁結びをするためのもの

という。五色は如来の智慧を表すと言われ、

密教とも深い関わりを持つ。そして「目黒不

動尊」という通称自体も五色に由来するとい

う。五色とはもともと黒、白、赤、青、黄だった。

江戸時代に江戸城を守護する五色の名を持つ

不動明王が選定された（異説もある）。「目黒」

や「目白」の地名もここからきているそうだ。  

　瀧泉寺によると、「江戸の五色不動はもとも

とこの目黒不動尊から着想を得たものだっ

た」という。この地に不動尊が存在したから

こそ、五色不動を周囲に配置して江戸城を守

ろうという発想が生まれたというわけだ。ま

た、渡辺照宏著『不動明王』を読むと、五色不

動そのものの起源はインド仏教にあるとい

う。瀧泉寺は密教伝来の後まもなく開基さ

れたものの火災などにより荒廃し、江戸時代

になって徳川家光が大伽藍を再興したと伝

えられている。再興にあたって五色の思想

が生かされ、「お不動様に守られる江戸」が

できたことに思い馳せるのもまた楽しく感

じる。そして、人々がありがたくお参りをす

る賑わいは、現在まで続いているのである。  

　境内を歩いて、本堂の秘仏をはじめ意志

不動尊、護衛不動尊、腰立不動 な ど 少 な く

とも8体の不動明王の仏像が祀られている

こ と に も 驚 い た。大日如来 の 化身 の 一 つ

という不動明王は怖い顔をしているが、実

は人々を守るありがたい存在であり、だか

らこそ人々に親しまれているのだろう。 

 

　　　取材・文・写真・レイアウト＝椋田大揮

目 黒 不 動 尊 　 泰 叡 山 瀧 泉 寺  
〒 1 5 3 - 0 0 6 4   東 京 都 目 黒 区
下 目 黒 3 - 2 0 - 2 6  

瀧 泉 寺 大 本 堂 正
面 。 手 前 に は 諸
願 成 就 を 行 う 縁
結 び の 柱 が 立 つ

独 鈷 の 瀧 の あ る 水 場
の 前 に 祀 ら れ て い た

「 水 か け 不 動 」

大 階 段 頂 上 か ら 左 右 に 伸 び た 道 の 先
に あ る 護 衛 不 動 尊 と 意 志 不 動 尊  
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地図はいったい何を沈黙しているのか
金子未弥さん（ ア ー テ ィ ス ト ）

　 T o k y o  M i d t o w n  A w a r d  2 0 1 7 ア ー ト コ ン ペ で 金 子 未 弥 さ ん の《 地 図 の 沈 黙 を 翻 訳 せ よ 》が グ
ラ ン プ リ を 受 賞 し た 。 ア ル ミ 板 に 都 市 の 名 前 を 無 数 に 刻 印 し た 作 品 だ 。 地 図 は い っ た い 何 を 沈 黙 し
て い る の だ ろ う か 。 金 子 さ ん に 聞 い た 。

　Tokyo Midtown Award 2017（主催：東京

ミッドタウン）のアートコンペ部門でグラ

ンプリを受賞した金子未弥さんの《地図の

沈黙を翻訳せよ》は、昨年８月、横浜市・黄金

町のスタジオで公開制作された作品だ。黒

いアルマイト処理をしたアルミ板に多くの

都市の名前が英字で刻印されている。タイ

トルには次のような意味が込められている

という。

　「地図に書かれている都市名は沈黙して

いる。そこに潜んでいる記憶を読み解き、〝翻

訳〟することで、「都市」について考えてみた

い。都市の名は、文字が読めなくなるほど

ぎっしり刻む。いくつもの名前が重なると、

それぞれの都市に存在する記憶が混ざり合

い、その全貌は見難くなる」

　この作品に刻まれている都市名はたして

いくつあるのか、数えるのは不可能と思え

るほど多い。ところが、それぞれの地名に「思

いが込められている」という。

　「私に地図をください。」——金子さんが

公開制作をした黄金町アーティスト・イン・

レジデンスプログラムに参加した折に、こ

うして地図を募ったそうだ。以前は自分で

集めた地図を素材にしていたが、初めて自

分以外の人にその選択を委ねた。すると持っ

て来る人は、地図とともに思い思いの地図

に載っている都市にまつわるストーリーが

集まり始める。海外の地図を持ってくる人

も多く、行ってみたい場所、思い出の場所、

出身地、地元など、都市に思いを抱く理由は

さまざまだった。

　多摩美術大学博士前期課程在籍中には、

最初は作成年代の異なる同じ都市の地図を

レイヤー状にして上下に何層にも重ね、都

市の中心を浮かび上がらせながら時間の推

移を内包した立体作品を制作していた。い

わば、都市を客観的に捉える作品だった。し

かしある時、「自分自身が身を置いている場

所こそが都市である」ことに目を向ける。さ

らに、中にいるがゆえに見えてくるさまざ

まな”思い”こそが都市の大切な構成要素な

のではないか。工芸を専攻していた金子さ

んは、「刻印」という行為に表現の行く先を

見出すのである。

　「都市はすべて人が作った物で構成され

ていて、それぞれの物に対する記憶がある。

刻印することでそうした記憶の痕跡を刻み

たい」と話す。横浜市の黄金町という小さな

エリアで集めた地図、そして収集した人々

の思いは実に多様だった。何も問いかけな

ければ地図は「沈黙」したままである。

　アルミ板を相手に、工具でかんかんと音

を立てながらひたすら「刻印」するという。

地図の深奥にうごめいているものを引き出

すそんな作業は、修行のようでもある。アー

ティストの驚異的な一面に思いを馳せた。

取材・文・レイアウト＝松澤遼

金子未弥（かねこ・みや）1989 年神奈川生まれ。2017 多摩美術大学大学院美術研究科博士後期課程終

了博士号（芸術）取得。2017~ 横浜．・黄金町レジデンス・アーティスト。Tokyo Midtown Award 2017 アー

トコンペグランプリ . 都市名から人々が抱く記憶やイメージを用いて、「都市の肖像」を求める作品展開を行っ

ている。近年の展示に、2016 年個展「金子未弥展ー都市の肖像を求めてー」（KOMAGOME1-14cas/ 東京）

2016 年「JIGUM Exhibition」（ArtDistrict-p,Busan/ 韓国）他多数。      https://miyaportfolio.wordpress.com/
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